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流通とＳＣ・私の視点 

2008年９月８日 
 

 おのだサンパーク（その２） 
 
－地域のデベロッパーが開発したリージョナル型ＳＣ－ 

（ＳＣ ＪＡＰＡＮ ＴＯＤＡＹ2008年９月号の六車秀之の原稿より） 
 

３．おのだサンパークの特徴 

（１）地域密着型ＲＳＣ 

通常、大手デベロッパーが開発するモール型ＲＳＣは、営業面積50,000～80,000㎡であり、商圏人口は60～80万

人を必要とする。おのだサンパークのＳＣ業態は、｢地域密着型ＲＳＣ｣と呼ぶことができる。地域密着型ＲＳＣは、

大手デベロッパーの開発するモール型ＳＣより規模的には小さいが、より小商圏立地で、ＲＳＣの持つ機能や魅力を

すべて持つＳＣのことを言う。また、大手デベロッパーが進出できないマーケットで、地域密着型ＲＳＣは最適･最強

のＳＣでもある。 

①おのだサンパークは、ＧＭＳ(フジグラン小野田)と専門店 140 店が一体となり、営業面積 38,000 ㎡、駐車台数

2,200台を有するＳＣである。 

②おのだサンパークのテナントミックスは、山口県内初出店の40店舗を含み、地元で人気の県内専門店をミックス

した個性豊かな140の専門店で展開している。 

③おのだサンパークは、モール型ＳＣとし、回遊性を重視したレーストラック型モール(循環型モール)を用いたラ

ンブリング･ショッピング(散策しながらの買物)ができる手法を導入している。 

④おのだサンパークは、地域密着型ＲＳＣの名称通り、単に少頻度・広域・遊び型ＳＣではなく、本来のＣＳＣが

持つ日常性ニーズを取り込みつつ、ＲＳＣのファッション性及び遊びニーズをも対象としている。 

以上のように、おのだサンパークは、大手デベロッパーが開発するＲＳＣとほぼ同様の魅力と機能を持ち、商圏内

の35万人の生活者を対象としている。 

（２）ナンバーワンとオンリーワンの融合型ＳＣ 

おのだサンパークは山陽小野田・宇部エリアの閉鎖かつ独立型マーケットの中で、規模・機能・魅力においてナン

バーワンの圧倒的勝ちパターンのＳＣづくりを行っている。おのだサンパークのコンセプトは、「生活密着の利便性と

いつもの暮らしにちょっとプラスのライフスタイルを提案」するＳＣであり、３つのナンバーワンを掲げている。 

①日常性ナンバーワン 

圧倒的な専門店の数と徹底したアソートメントで、地域に暮らすお客様のデイリーライフを強力にバックアップ

するＳＣ 

②ファッション性ナンバーワン 

山陽小野田･宇部エリアの広域生活者に、これまでは満たしきれなかった旬のファッションやライフスタイルを提

案するＳＣ 

③遊び心ナンバーワン 

訪れる人すべてに、健康・美・癒し・ゆとりを中心としたサービスや楽しみの場を提案するＳＣ 

このように、おのだサンパークは、量的な満足であるナンバーワン(ここが一番大きい)戦略と質的な満足であるオ

ンリーワン(ここしかない)戦略を融合させ、文字通り地域№１のＳＣづくりを目指している。 

（３）レーストラック型モール 

ＲＳＣにとってモールは命である。ＮＳＣやＣＳＣの日常性・利便性重視のＳＣとは異なり、地域密着性を維持し

つつ、ランブリング･ショッピングのできるモールは、生活者にとってＲＳＣの最大の魅力である。また、モールはＲ

ＳＣの最大の武器でもある。モールは、直線型(行って帰ってこい型)と循環型(回って元に帰ってくる型)があり、ど

ちらも優劣つけがたいが、おのだサンパークは循環型レーストラック型モールを導入している。これは敷地条件的な

面もあるが、直線型よりも回遊性を高めることを目的にしている。また、通路幅が最大 10ｍ、吹き抜けの高さを 16

ｍ、床は大理石調の光沢あるタイルを敷き詰めた明るくて開放的な空間とし、また、２階通路はカーペットタイルを

使用して、長時間歩いても疲れないモールとなっている。 

（流通とＳＣ・私の視点（９７１）へ続く） 

                                                          (株)ダイナミックマーケティング社
+3
 

                代  表 六
む

 車
ぐるま

 秀  之   

視点 (970)

http://www.dynamic-m.co.jp
(株)ダイナミックマーケティング社
お知らせ
「流通とＳＣ・私の視点」をご覧頂き誠にありがとうございます。タイトル□内をクリックして頂きますと、ダイナミックマーケティング社のホームページに移動します。まだ、弊社ホームページをご覧になって頂けていない方は、これを機会に是非お立ち寄り下さい。


